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（復職・子育て・介護支援センター）

二 輪 草 だ よ り

病児一時預かり室、バックアップナース、病児・病後児保育室、カウンセリング相談
【３月２０日～４月１９日までの利用状況】

病児一時預かり室 依頼回数 ０回 利用回数 ０回

バックアップナース 依頼回数 １２回 稼働回数 １１回

病児・病後児保育室 依頼回数 １９回 利用回数 １１回

カウンセリング相談 利用回数 ３回

＊病児一時預り室、病児・病後児保育室は全職員・学生がご利用になれます
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【お問い合わせ先】 旭川医科大学 二輪草センター（復職・子育て・介護支援センター）
〒078-8510 北海道旭川市緑が丘東2条1丁目1-1
TEL 0166-69-3240（内線3240) サンニンヨレ FAX  0166-69-3249
開設時間8時30分～17時15分 E-mail: nirinsou@asahikawa-med.ac.jp
ホームページ http://www.asahikawa-med.ac.jp/hospital/nirinsou/

日時：2023年5月22日（月）18:00～19:00
開催方法：オンライン（ZOOM）
対象：全職員・学生

一般社団法人 アンコンシャスバイアス研究所 理事

太田 博子さん
《講師》

※参加希望の方は二輪草センターまでメールでお申込みください
後日、ID・パスコードをお知らせいたします 締切５月１５日（月）

第4回キャリアマネジメントセミナー終了報告
二輪草センター助教 菅野恭子

第４回キャリアマネジメントセミナーの様子を２０２3年2月15日から一か月間オン
デマンドで配信しました。事務局人事課労務管理富田直樹係長から「活動できる支
援制度について知ろう」と題して育児や介護に関する職員のための支援制度につい
てわかりやすくご講演いただきました。

まずは本学における育児に関する制度について常勤職員と非常勤職員
による制度の違いについて解説いただきました。妊娠がわかった時点
で利用できる制度として①深夜勤務及び時間外勤務の制限、②健康診
査等のための職務専念義務免除、③休息・補食のための職務専念義務
免除、④通勤緩和、⑤業務の軽減、⑥危険有害業務の就業制限があり
ます。⑥については妊娠の申し出があった時点大学が措置しなければ
いけません。産前産後休暇は産前６週・産後８週取得できますが、令

和5年から無給となり、代わりに健康保険から出産手当金として約60％が支給される
そうです。男性職員の場合、育児参加のための休暇として出産予定日6週間前から産
後8週間を経過するまで５日間取得できます。妻の出産に伴う休暇は2日取得できま
す。いずれの休暇も常勤、非常勤ともに有給となります。育児休暇は常勤職員の場
合、産後休暇の翌日から満3歳の誕生日の前日まで取得でき、非常勤職員は満1歳の
誕生日の前日までとなります。復職して働くことを前提としてつくられた制度とな
るため、採用されて1年に満たない職員や育児休業を申し出てから1年以内に退職す
る職員は利用できません。令和4年10月から1子につき2回まで育児休暇の申し出が
出来るようになりました。育児休業中は雇用保険からお子さんが1歳になるまで日額
67％が給付されます。（6か月経過後は５０％）また、産後パパ育休と呼ばれる出生
時育児休業が令和4年10月に新設されました。産前産後を事由とする休暇を取得して
おらず、子の出生日または出産予定日のいずれか遅い方から8週間以内の子と同居し
、養育する者がこの出生後8週間以内に4週間まで取得できます。但し、採用されて1
年に満たない職員や出産時育児休業を申しでた日から8週以内に退職する職員は利用
できません。保育時間の休暇として男女ともに1日2回それぞれ30分以内取得できま
す。子の看護休暇として年に5日～10日取得できます。
次に介護に関する制度についてお話しいただきました。要介護状態にある対象家

族の介護を行う職員が利用できます。対象家族1人につき通算6か月の範囲内で原則3
回まで取得できます。介護休暇中の給与については雇用保険から最長3か月を限度に
3回まで日額の６７％給付されます。介護部分休業についても紹介がありました。制
度を利用にあたって職場の上司や同僚に感謝の気持ちを忘れないでほしいというこ
と、職場の同僚や上司は利用しやすい雰囲気作りをしてほしいとおっしゃっていま
した。今回もリモートでの開催となりYouTube配信を行いましたが視聴回数が100
回程あり、忙しい職員も聴講しやすかったのではないかと思います。利用できる制
度について知り、お互い気持ちよく取得できると、職場での働きやすさにつながる
と思いますので次回もまた多くの職員に参加していただけたらと思います。

本年4月から二輪草センター副センター長に就任しました産婦人科
の横浜祐子です。前副センター長の赤坂和美先生からバトンを引き継
ぎまして、当院がますます働きやすい病院となるよう、魅力を発信して
いけるよう二輪草センターの一員として取り組んでいきたいと思います。
どうぞよろしくお願い申し上げます。

労務管理係
富田直樹係長

二輪草センター副センター長 横浜祐子先生のお子様が、日本
医師会・読売新聞社主催「第6回 生命を見つめるフォト＆エッセー」
エッセー部門 中高生の部 優秀賞を受賞されました。
母親の働きを感じながら成長された内容です。どうぞご覧ください。

作品は読売新聞オンラインのホームページからもご覧いただけます。

https://www.asahikawa-med.ac.jp/hospital/nirinsou/introduction/media/essay2023.4.pdf

アンコンシャスバイアス（unconscious bias）とは、無意識のうちに
“こうだ”ととっさに思い込むことで、日常にあふれていて、誰にでも
あるものです。
今回は、医療現場にひそむアンコンシャスバイアスをテーマにお届
けします。ぜひ、ご参加ください。
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